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1．はじめに   

80年代にその理論的骨組みが確立された従来型  

のSCMはある程度製品フローが限定されたEDl  
ベー スの企業間商取引を対象としているため，現  

在の電子商取引を基本とする多フロー型企業間商  

取引には必ずしも有効とはならず（l）（2），サプライウ  

ェブ環境下における効垂の良い企業間商取引のし  

くみを考える必要がある．   

SCMはその問題構造を抽象化していくと，個々  

のビジネスユニットがミクロな価値基準に基づき  

お互いにインタラクションを繰り返しなから，サ  
プライチェーン全体のマクロな効率性を最適化す  

るという，ミクローマクロループをもった分散型  

資源野分問題と見なすことができる・このような  

問題構造は，例えば経済学や組織論，人工市場（3）  

といった社会学的アプローチとの共通性が極めて  

高く，工学的視野を越えてインターディシプリナ  

リな観点からの問題解決を図ることが有効となる．   

本論文ではこのような観点から，サプライウェ  

ブ環境下における製品配分問題を解決する手段と  

して新古典派経済学に着目し，経済学的マルチエ  

ージェントモデルを用いた企業間商取引アルゴリ  

ズムの提案を行う．   

2．市場指向プログラミング  

2．1 基本概念   

一般の経済活動において，市場は分散資源の割  

り当てを行なうメカニズムを有している．財と経  

済主体から構成される市場経済において，すべて  

の経済主体が価格受容体として行動する場合，そ  

の市場は競争市場と呼ばれる．また，完全競争市  

場において，全ての財の需要と供給が一致した状  

態を，競争均衡（COmPetitiveequilibrium）と呼ぶ．新  

古典派経済学の分野では，この競争均衡状態にお  

いて，以下に示した「厚生経済学の基本定理」（4）  

と呼ばれる命題が知られている．  

・競争均衡における財の配分は，経済主体の効   

用に関してパレート最適となっている．  

・任意のパレート最適な割り当てを競争均衡の   

結果として導く初期財の配分が必ず存在する．   

市場指向プログラミングは本来上記の命題が成  

立する競争均衡状態の考え方を用いて資源割り当  

て問題を解くものであり，本論文で取扱うVE環  

境下での企業間電子商取引の適用が可能である（5）．  
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2．2 商取引モデル   

ここで，本論文で提案する市場指向プログラミ  

ングにおける商取引の手順を，サプライクエツプ  

上に多数存在する供給エージェント（以下，販社）  

と需要エージェント（以下，′ト売）のやり取りを  

例にとり説明する．   

まず，商品∫の時刻Jにおける掲示価格をタJ（∫）  

とする．また，時刻Jで製品∫の販社研における  

供給関数をん，製品∫の小売〃における需要関数  

をg′椚とする．以下に提案する商品の引当てに関  

するプロトコルを記述する．  

封印ノ：商品∫を購入したい′ト売〝は，P／（∫）を見て   

需要関数g佃を入札する．なお各小売は，自  

身のもつ予算制約の範囲内で現在購入対象  

となる全ての商品について需要関数を入札  

する．  

ぷ甲2：商品∫を売りたい販社椚は，供給関数ん  

を入札する．なお各販社は，自身が在庫とし  

て持つ全ての商品について，供給関数を入札  

する．  

励甲j：競売機構は，商品∫に入札された供給関  

数と需要関数の総和（∑ん，∑g仙）を求め，  

需要と供給が一致する価格（P／（げ）を計算し，  

商品∫の価格を新しく決定された時刻Jにお  

ける掲示価格（PJ（∫）りに更新する．なお，こ  

の操作を全ての商品について行うものとす  

る．  

5呼イ：すべての商品について価格が充分収束し，  

未処理の入札がなくなったと判断されたら，  

ー178－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



収束した価格を均衡価格とし∫呼5へ．そう  

でなければ，各／ト売は各商品の新しい掲示価  

格を見て自身のもつ需要関数を更新しぶ甲J  

へ  

ぶJ甲5：商取引終了時刻が来たら，終了．そうで  

なければ次の取引期間（／こ什りに進みふ甲ノ  

ヘ   

3．計算機実験  

3．1 実験モデル   

ここで，Fig．2に実験対象のサプライウエツプ  

システムの基本構成を示す．2階層の取引主体（エ  

ージェント）と3階層の市場より構成され，製品  

は全てのエージェントで取扱い可能である．  

資源配分問題に対して，新古典派経済学をアナロ  
ジー とする経済学的マルチエージェントパラダ  

イムを適用することにより，パレー ト最適な取引  

を実現することが可能であることが明らかとな  

った．  
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4．おわりに   

本論文では，サプライウェブ環境下における製  

品配分問題を解決する手段として新古典派経済  

学に着目し，経済学的アルゴリズムを有するマル  

チエージェントモデルを用いた問題解決を試み，  

その有効性を示した．   

今後は，多目的効用モデルを対象とするより現  

実的な環境下での取引アルゴリズムの研究に発  

展させる予定である．  
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Fig・2 Experimentalsupp］ywebmode1   

3．2 実験結果   

ここで，Fig．2に示したサプライウエツブモデ  

ルを対象に，提案する商取引のダイナミズムの一  

例をFig．3に示す．この図の縦軸は商品の需給量，  

横軸は計算ステップであり，これは上記の封印／  

からぶJ甲イまでの流れを1ステップとしている．  

取引の初期段階では，販社（Supp］y）と小売  

（Demand）の希望取引量には大きな隔たりがある  

が，計算ステップが進むにつれて，グローバル情  

報として示される商品価格を通じて各エージェ  

ントはお互いに協調し合い，徐々にパレート最適  

な取引状態が発生していることが分かる．なおこ  

の他にも，筆者らの従来の研究（5）により，サプラ  

イウエツブ環境下に市場指向プログラミングを  

如、ることで，商取引における分散資源配分問題  
のパレー ト最適解が得られることが検証されて  

いる．   

以上の結果，サプライウエツブ環境下の多目的  
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